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オンライン中間成果報告会
「居場所の包括連携によるモデル地域づくり」事業
～2年間の成果報告と実践を踏まえたダイアログ～
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　　　　　一般社団法人
タウンスペースWAKWAK

●「ただいま～」と言える子どもの居場所づくり事業

　（学習支援・子ども食堂・子どもの夜の居場所・社会的養護の子ども

　　たちのバックアップ事業）

●コミュニティ・ソーシャルワーク事業（相談・包括支援）

●障がいのあるないを超えてアートを学ぶ「ボーダレスアート事業」

●高齢者・障がい者のライフサポート事業

●大阪北部地震後の被災者支援から地域コミュニティ再生事業

●市域広域事業

●調査・研究開発事業

●視察受け入れ/講師派遣事業

「ひとりぼっちのいないまち」（社会的包摂のまちづくり）をテーマに地域・家庭
・学校・行政・大学・企業等45団体との連携により実施。
組織は小規模ながら200名以上のボランティアに支えられているのが特徴。
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フェーズ１　2021年度

フェーズ２　2022年度

フェーズ3　2023年度

○「担い手」発掘・育成（住民）

○「担い手」の発掘と育成
※住民→パントリー・ケア実施
※大学生の専門職養成

○「担い手」の発掘と育成
※住民→パントリー・ケア実施
※大学生→学習ボランティア

○事業全体像図解　

支援対象児童等見守り強化事業
（高槻市）
インクルーシブ・コミュニティ構築
事業（富田地域）

○「ESD」開発（公教育協働）

○調査による要支援状況
　可視化と発信（大学協働）

○「ESD」授業実施

○調査による要支援状況
　可視化と発信（論文等）

○「ESD」授業の普及

○調査による要支援状況
　可視化と発信（書籍化）

社会資源化
ソーシャルアクション
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○成果：高槻市域における官民連携による居場所の包括連携の仕組　　　
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○今後の展望　　　


